
第５３７回 海 務 協 議 会 
 

 
（１）日時：平成２８年３月１０日（木）１３：３０～ 

 

（２）場所：第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

（３）議題：  

 

１．「伊勢志摩サミット等の開催に伴うテロ対策」への協力依頼について 

監視部：佐々木 統括監視官 

 

２．「北朝鮮を仕向地とする支払手段等の携帯輸出に係る下限額引下げ」等について 

監視部：菅 上席監視官 

 

３． 「平成 27年の横浜税関における密輸事犯摘発状況」について 

監視部：澤口 統括監視官 

 

４．本協議会に関するアンケートについて 

監視部：菅 上席監視官 

 

（４）その他・質疑応答 

 

 

 
開催予定日  平成２８年 ５月 １１日（水） 開催予定 

 

開 催 場 所  第一港湾合同庁舎 ２階 第一会議室 

 

当協会に関するご質問、議題等提起がございましたら、 

お気軽に事務局宛にご連絡下さい。 

 

公益財団法人 日本関税協会横浜支部 

ＴＥＬ０４５－６８０－１７５７ 

ＦＡＸ０４５－６８０－１７５８ 

Ｅ－ｍａｉｌ bra_yokohama@kanzei.or.jp 

 

 

http://www.yokohama-customs.go.jp （横浜税関） 

http://www.kanzei.or.jp   （日本関税協会） 

http://www.kanzei.or.jp/yokohama/ （日本関税協会横浜支部） 



平成２８年３月１０日 

 

 

 

 

 

 

横  浜  税  関 

 

 

 

「伊勢志摩サミット等の開催に伴うテロ対策」への協力依頼について 

 

 

平素から税関行政に対し深いご理解と多大なご協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

 さて、本年５月２６～２７日に主要国首脳会議（サミット）が伊勢志摩で開

催される他、当関所管内においては５月１５日～１７日に科学技術相会合、５

月２０～２１日に財務相会合・中央銀行総裁会議の開催が予定されております。 

過去における国際会議の開催に際しては、反グローバルリズムを掲げる過激

な勢力等による暴動等の違法行為事案が発生しているほか、極左暴力集団・右

翼によるテロ・ゲリラ事件の発生も懸念されております。 

このような状況下、税関ではテロ関連物資の国内流入を阻止することを最重

要課題の一つとして位置づけ、船舶・航空機の取締り、貨物の検査強化を図り、

関係取締機関と連携しながら、全力をあげて水際取締りに取り組んでおります。 

つきましては、本対策の趣旨をご理解いただき、ご協力を賜りますようお願

いいたします。 

  

 

 

    密輸１１０番   ０１２０－４６１－９６１
フ リ ー ダ イ ヤ ル   シ ロ イ    ク ロ イ  

 

   メールアドレス E-mail：yokohama-mitsuyu110@customs.go.jp 

 

平 成 28 年 3 月 10 日 

第 537 回 海務協議会資料 









財 関 第 2 2 0 号 

平成 28 年２月 19 日 

（各）税関長 殿 

沖縄地区税関長 殿 

財務省関税局長 佐川 宣寿 

支払手段等の輸出入許可に係る処理要領についての一部改正について 

 財務省告示第 51 号（平成 28 年２月 19 日）の公布に伴い、支払手段等の輸出

入許可に係る処理要領について（平成 20 年５月 22 日財関第 591 号）の一部を

下記のとおり改正し、平成 28 年２月 19 日から実施することとしたので、了知

の上、貴関職員及び関係者に周知徹底されたい。 

記 

 支払手段等の輸出入許可に係る処理要領についての一部を次のように改正す

る。 

 別紙「新旧対照表」の「改正前」欄に掲げる部分を「改正後」欄に掲げるよ

うに改める。 



新旧対照表（案） 

【支払手段等の輸出入許可に係る処理要領について（平成 20 年５月 22 日財関第 591 号）】 

（注）傍線を付した部分が改正部分である。
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改正後 改正前 

支払手段等の輸出入許可に係る処理要領について 

 関税定率法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等に

関する政令（平成 20 年政令第 123 号）の一部の施行に伴い、旅客又は乗

組員の携帯品のうち外国為替令（昭和 55 年政令第 260 号。以下「外為令」

という。）第８条の２第１項第１号に掲げる支払手段又は証券に該当する

もの及び同項第２号に掲げる貴金属に該当するものの輸出入許可に係る

要領について、下記のとおり定めたので、平成 28 年２月 19 日から、これ

により実施されたい。 

記 

第１ 目的 

 （省略） 

第２ 用語の定義 

  この通達において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

（１）～（５） （省略） 

第３ 申告の対象等 

 １ 申告対象 

   旅客又は乗組員（以下「旅客等」という。）が、次のいずれかに該

当する支払手段等（支払手段又は証券をいう。以下同じ。）又は貴金

属を携帯して輸出し、又は輸入しようとする場合。 

（１） 携帯して輸出し、又は輸入しようとする支払手段等の額（支払手

段が二以上ある場合、証券が二以上ある場合又は支払手段及び証券

が合わせて二以上ある場合には、それぞれの価額として外為省令第

10 条第２項各号に定める方法により計算した額の合計額）が 100

万円（北朝鮮を仕向地とする輸出にあっては 10 万円）に相当する

額を超えるもの。 

支払手段等の輸出入許可に係る処理要領について 

 関税定率法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等に

関する政令（平成 20 年政令第 123 号）の一部の施行に伴い、旅客又は乗

組員の携帯品のうち外国為替令（昭和 55 年政令第 260 号。以下「外為令」

という。）第８条の２第１項第１号に掲げる支払手段又は証券に該当する

もの及び同項第２号に掲げる貴金属に該当するものの輸出入許可に係る

要領について、下記のとおり定めたので、平成 26 年７月４日から、これ

により実施されたい。 

記 

第１ 目的 

 （同左） 

第２ 用語の定義 

  この通達において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

（１）～（５） （同左） 

第３ 申告の対象等 

 １ 申告対象 

   旅客又は乗組員（以下「旅客等」という。）が、次のいずれかに該

当する支払手段等（支払手段又は証券をいう。以下同じ。）又は貴金

属を携帯して輸出し、又は輸入しようとする場合。 

（１） 携帯して輸出し、又は輸入しようとする支払手段等の額（支払手

段が二以上ある場合、証券が二以上ある場合又は支払手段及び証券が

合わせて二以上ある場合には、それぞれの価額として外為省令第 10

条第２項各号に定める方法により計算した額の合計額）が 100 万円に

相当する額を超えるもの。 



新旧対照表（案） 

【支払手段等の輸出入許可に係る処理要領について（平成 20 年５月 22 日財関第 591 号）】 

（注）傍線を付した部分が改正部分である。
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改正後 改正前 

（２） （省略） 

 ２ 申告者 

（１）～（３） （省略） 

 ３ 申告書の受理及び許可 

  （省略） 

（１）～（４） （省略） 

 ４ 申告書の記入要領 

申告を要する旅客等が申告書を作成するに当たっては、申告書様式

の裏面「記入要領」に留意の上、記入する。この場合において、申告

をする者の使用に係る電子計算機から入力して申告を行うに当たっ

ては、「電算関係税関業務事務処理要領」に留意の上、入力する。 

（１）～（２） （省略） 

（３） １の「（１）支払手段又は証券」の額は、各欄の区分に応じ、そ

の額を原通貨で記入する。この場合において本邦通貨又は本邦通貨

建てのものにあっては 10 万円（北朝鮮を仕向地とする輸出にあっ

ては１万円）未満の額を、また外国通貨又は外国通貨建てのものに

あっては 10 万円（北朝鮮を仕向地とする輸出にあっては１万円）

相当額未満の額をそれぞれ切り捨てて記入して差し支えない。 

（４）～（５） （省略） 

（６） １の（１）「合計金額」欄は、100 万円（北朝鮮を仕向地とする

輸出にあっては 10 万円）未満の額は切り捨てた上で記入する。こ

の場合において、外国通貨若しくは外国通貨をもって表示される支

払手段等を本邦通貨に換算する場合に使用する換算相場は、申告の

対象となる支払手段等を輸出し、又は輸入しようとする日において

適用される外国為替相場を用いて行う。 

    なお、申告者の利便に供するため、当該外国為替相場を申告書の

受理場所に備え付けておくとともに、インターネットを利用して閲

覧に供しておくこと。 

（２） （同左） 

 ２ 申告者 

（１）～（３） （同左） 

 ３ 申告書の受理及び許可 

 （同左） 

（１）～（４） （同左） 

 ４ 申告書の記入要領 

申告を要する旅客等が申告書を作成するに当たっては、申告書様式

の裏面「記入要領」に留意の上、記入する。この場合において、申告

をする者の使用に係る電子計算機から入力して申告を行うに当たっ

ては、「電算関係税関業務事務処理要領」に留意の上、入力する。 

（１）～（２） （同左） 

（３） １の「（１）支払手段又は証券」の額は、各欄の区分に応じ、そ

の額を原通貨で記入する。この場合において本邦通貨又は本邦通貨

建てのものにあっては 10 万円未満の額を、また外国通貨又は外国

通貨建てのものにあっては 10 万円相当額未満の額をそれぞれ切り

捨てて記入して差し支えない。 

（４）～（５） （同左） 

（６） １の（１）「合計金額」欄は、100 万円未満の額は切り捨てた上

で記入する。この場合において、外国通貨若しくは外国通貨をもっ

て表示される支払手段等を本邦通貨に換算する場合に使用する換

算相場は、申告の対象となる支払手段等を輸出し、又は輸入しよう

とする日において適用される外国為替相場を用いて行う。 

    なお、申告者の利便に供するため、当該外国為替相場を申告書の

受理場所に備え付けておくとともに、インターネットを利用して閲

覧に供しておくこと。 



新旧対照表（案） 

【支払手段等の輸出入許可に係る処理要領について（平成 20 年５月 22 日財関第 591 号）】 

（注）傍線を付した部分が改正部分である。
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改正後 改正前 

（７）～（９） （省略） （７）～（９） （同左） 



新旧対照表（案） 

【支払手段等の輸出入許可に係る処理要領について（平成 20 年５月 22 日財関第 591 号）】 

（注）傍線を付した部分が改正部分である。
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改正後 改正前 



新旧対照表（案） 

【支払手段等の輸出入許可に係る処理要領について（平成 20 年５月 22 日財関第 591 号）】 

（注）傍線を付した部分が改正部分である。
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改正後 改正前 



新旧対照表（案） 

【支払手段等の輸出入許可に係る処理要領について（平成 20 年５月 22 日財関第 591 号）】 

（注）傍線を付した部分が改正部分である。
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改正後 改正前 



新旧対照表（案） 

【支払手段等の輸出入許可に係る処理要領について（平成 20 年５月 22 日財関第 591 号）】 

（注）傍線を付した部分が改正部分である。
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改正後 改正前 



 

北朝鮮を仕向地として１０万円相当額を

超える現金等を携帯して持ち出す方へ 
― 支払手段等の携帯輸出・輸入申告書の記入例 － 

この輸出入申告書を提出した場合には、「支払手段等の携帯輸出入届出書」の提出は不要です。 

http://www.customs.go.jp/ 

税 関 

平成２８年２月１９日から、北朝鮮を仕向地として１０万円相当額を超える現金・

小切手等を携帯して持出す場合には、税関に「支払手段等の携帯輸出・輸入申告書」

の提出が必要です。なお、様式につきましては、全国の空港や港にある税関に備え

付けています。 

『支払手段等の携帯輸出・輸入申告書』は、

２枚複写式になっています。ボールペン等で

１枚目に必要事項を記入の上、税関に提出し

てください。（１枚目：税関用、２枚目：申告者用） 

申告対象 

 次のものの合計額が１０万円相当額を超 

える場合 

・ 現金（本邦通貨、外国通貨） 

・ 小切手 

・ トラベラーズ・チェック、旅行小切

手 

・ 約束手形 

・ 有価証券（株券、国債等） 

仕向地の名称 

 申告者が搭乗（乗船）する航空機（船舶） 

の名称及び降機（下船）する地名を記入して 

ください。 

輸出の実行の日 

出国の際に利用する航空機（又は船舶）

の出港予定日が申告書の税関での提出の日

と同じの日となる場合には「申告の日」欄

に、提出の日の翌日となる場合には「申告

の日の翌日」欄にチェックを記入してくだ

さい。 

※申告漏れ、偽りの申告などの不正な行為がありますと、処罰さ

れることがありますので注意してください。 

※ご不明な点がございましたら税関職員へお尋ねください。 





[主な特徴] 

 ＜指定薬物事犯＞ 

 摘発件数は 826 件で不正薬物全体の摘発件数の約 84％を占め、押収量は約 21kg を記録 

 密輸形態別に見ると、航空機旅客の１件を除き、全てが国際郵便物での摘発 

 

  ＜覚醒剤事犯＞ 

 摘発件数は 10 件（前年比 2 倍）、押収量は約 172kg（前年比約 3.8 倍）といずれも増加 

 

  ＜大麻事犯＞ 

 摘発件数は 59 件（前年比約 1.7 倍）、押収量は約 19kg（前年比約 3.1 倍）といずれも増加 

 

  ＜麻薬事犯＞ 

 摘発件数は 90 件（前年比約 1.9 倍）、押収量は約 1kg（前年比約 2 倍）といずれも増加 

 MDMA の摘発件数が 17 件（前年比約 5.7 倍）と増加 

 

報 道 発 表 

 

  

 

 
 

 

 

   

 

 

 

 不正薬物の摘発件数は 988 件（前年比約 11.1 倍）と「過去最高」を記録し、 

押収量は約 213ｋｇ（前年比約 4.1 倍）と増加するなど、依然として深刻な状況 

 国際郵便物による摘発が 981 件と不正薬物全体の約 99％を占める 

 最大の摘発は、メキシコ合衆国来テキーラ瓶に隠匿された覚醒剤約 171kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 2 月 19 日 

横 浜 税 関 

摘 発 件 数 が 過 去 最 高 を 記 録 

国 際 郵 便 物 に よ る 摘 発 が 大 幅 増 加 

1 



１．社会悪物品の摘発実績（全国・横浜） 

（注） １.税関が摘発した密輸入事件に係る押収量の他、警察等他機関が摘発した事件で、税関が当該事件に関与したものに係る押収量を含む。 
２.覚醒剤は、覚醒剤及び覚せい剤原料の合計数量を示す。 
３.大麻樹脂は、大麻樹脂その他の大麻の製品の合計数量を示す。 
４.MDMA 等は、MDMA、MDA 及び MDE の合計数量を示す。 
５.(参考)使用回数は、以下の不正薬物について、乱用者の通常の一回分使用量をもとに換算し、合計したものである。 
（覚醒剤：0.03ｇ、大麻草：0.5ｇ、大麻樹脂：0.1ｇ、ヘロイン：0.01ｇ、コカイン：0.03ｇ、あへん：0.3ｇ、MDMA 等及び向精神薬：1 錠） 

６.端数処理のため数値が合わないことがある。 
７.数量の表記について、「0」とは 500ｇまたは 500 錠未満の場合を示し、「－」とは全く無い場合を示す。 
８.平成 27 年の数値は速報値である。  

2 

年

  種 類 横 浜 横 浜 横 浜 横 浜 横 浜 横 浜

件 185 5 141 4 154 3 174 5 83 10 48% 200%
kg 402 69 482 7 859 241 549 45 422 172 77% 381%
件 71 2 82 5 66 11 99 35 122 59 123% 169%
kg 57 0 132 1 13 1 74 6 34 19 45% 305%
件 57 2 58 3 52 11 52 17 58 28 112% 165%
kg 6 0 104 0 12 1 35 5 28 18 80% 353%
件 14 - 24 2 14 - 47 18 64 31 136% 172%
kg 51 - 29 1 1 - 40 1 6 1 15% 80%
件 2 - - - 1 - - - - - - -
kg 4 - - - 0 - - - - - - -
件 37 2 46 3 128 10 91 48 213 90 234% 188%
kg 44 - 11 - 135 118 6 0 26 1 402% 197%

千錠 5 3 4 3 17 2 2 2 1 0 57% 5%
件 6 - 3 - 3 - 2 - 2 - 100% -
kg 3 - 1 - 4 - 0 - 2 - 3,984.2倍 -
件 9 - 7 - 10 1 10 4 8 5 80% 125%
kg 38 - 9 - 127 118 2 0 18 0 935% 16.3倍
件 4 - 5 - 6 1 5 3 23 17 460% 567%
kg 2 - 0 - 3 0 0 0 0 0 33.6倍 40.5倍

千錠 0 - 0 - 0 - 0 0 0 0 142% 18%
件 1 - 8 - 5 - 7 - 12 - 171% -
kg 0 - 0 - 0 - 1 - 4 - 379% -
件 17 2 23 3 104 8 67 39 168 68 251% 174%
kg 1 - 0 - 1 0 3 0 2 0 45% 172%

千錠 5 3 4 3 17 2 2 2 1 0 55% 5%
件 31 3 39 2 33 3 26 1 16 3 62% 300%
kg 2 - - - 0 - - - 0 0 全増 全増

千錠 13 3 12 1 10 2 9 2 7 4 79% 227%
件 - - - - - - - - 1,462 826 全増 全増
kg - - - - - - - - 37 21 全増 全増
件 326 12 308 14 382 27 390 89 1,896 988 486% 11.1倍
kg 509 69 626 8 1,007 359 630 52 519 213 82% 411%

千錠 5,141 6 16 4 27 4 11 4 8 4 74% 121%
万回 1,550 - 1,701 - 3,331 - 1,885 - 1,498 - 80% -

件 - - 3 - 4 - 3 - 5 1 167% 全増
丁 - - 4 - 6 - 4 - 5 1 125% 全増
件 - - 3 - 4 - 3 - 5 1 167% 全増
丁 - - 4 - 6 - 4 - 5 1 125% 全増
件 1 - 3 - - - 2 - - - 全減 -
点 1 - 3 - - - 2 - - - 全減 -

銃　砲

銃砲部品

その他
麻薬

大麻草

大麻樹脂

あへん

向精神薬

合　計

麻薬

ヘロイン

コカイン

ＭＤＭＡ等

ケタミン

指定薬物

うち拳銃

平成23年 平成24年 平成26年 前年比平成25年 平成27年

覚醒剤

大  麻

（ 参考） 使用回数



２．不正薬物の密輸形態別摘発件数（全国・横浜） 

 

（注）航空機旅客等には、航空機乗組員を含み、船員等には、船舶旅客を含む。また、商業貨物等には、別送品を含む。 

 

３．不正薬物の仕出国別摘発件数（横浜） 

 

４．平成 27 年の横浜税関における主な摘発事例 

 

 

  

 

 

 

     

（件）

年  

  形態別 横浜 横浜 横浜 横浜 横浜

175 1 130 3 135 0 171 1 107 1

102 9 130 7 204 24 166 82 1734 981

41 1 33 2 30 1 39 6 45 3

航空貨物等 37 0 25 0 26 0 27 0 34 0

海上貨物等 4 1 8 2 4 1 12 6 11 3

8 1 15 2 13 2 14 0 10 3

326 12 308 14 382 27 390 89 1896 988

船員等による密輸

合　　計

平成27年

航空機旅客等による密輸

国際郵便物を利用した密輸

商業貨物等を利用した密輸

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

仕出国 中国 英国 香港 オランダ 米国 チェコ カナダ スイス スウェーデン その他 合計

摘発件数（件） 437件 114件 90件 52件 49件 47件 27件 24件 24件 124件 988件

(うち国際郵便物） (436件) (114件) (90件) (52件) (47件) (47件) (27件) (24件) (24件) (120件) (981件)

構成比（％） 44% 12% 9% 5% 5% 5% 3% 2% 2% 13% 100%

【事例 1】 中古自動車に隠匿された大麻を摘発 

平成２７年２月、本牧埠頭出張所に申告されたアメリカ合衆国来中古自動車を検査したところ、後部

座席背もたれ部分に隠匿されていた大麻約８ｋｇを発見・摘発した。 
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【事例 2】 国際郵便物に隠匿されたＭＤＭＡを摘発 

平成２７年３月、オランダ王国から到着した国際郵便物を検査したところ、ディスクケース内に隠匿さ

れていた MDMA 約３３ｇを発見・摘発した。 

 

【事例 3】 国際郵便物に隠匿された指定薬物を摘発 

平成２７年４月、アメリカ合衆国から到着した国際郵便物を検査したところ、紙箱内に収納された指定

薬物である亜硝酸イソブチルを含有する液状物約７９g を発見・摘発した。 

 

【事例 4】 国際郵便物に隠匿された大麻を摘発 

平成２７年４月、カナダから到着した国際郵便物を検査したところ、透明ビニール袋内に収納された大

麻約７ｇを発見・摘発した。 
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【事例 6】 国際郵便物に隠匿された麻薬及び指定薬物を摘発 

平成２７年６月、英国から到着した国際郵便物を検査したところ、ディスクケース内に隠匿されていた

麻薬約１０ｇ及び指定薬物約５６ｇを発見・摘発した。 

【事例 7】 テキーラ瓶に隠匿された覚醒剤を摘発 

平成２７年１０月、メキシコ合衆国から到着したテキーラを検査したところ、テキーラ瓶１，０２６本に隠

匿された覚醒剤約１７１ｋｇを発見・摘発した。 

【事例 5】 国際郵便物に隠匿された指定薬物を摘発 

平成２７年５月、チェコ共和国から到着した国際郵便物を検査したところ、気泡製緩衝材に包まれてい

たていた亜硝酸イソプロピルを含有する液状物約２２０ｇ、亜硝酸イソブチルを含有する液状物約９１ｇを

発見・摘発した。 
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連絡・問合せ先 横浜税関 調査部 

特別審理官（第１担当）： 川
かわ

 合
あい

 

℡０４５－２１２－６０８０ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

      

【事例 8】 航空機旅客のボストンバッグに隠匿された指定薬物を摘発 

平成２７年１１月、中華人民共和国から茨城空港に到着した航空機旅客のボストンバッグを検査した

ところ、指定薬物である亜硝酸イソブチル及び亜硝酸イソペンチルを含有する液状物７２本（合計重量

約５２３ｇ）を発見・摘発した。  
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